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(57)【要約】
　センサ（１４０）を含む光学装置（１００）が開示さ
れている。詳細には、光源（１２０）と、キャビティ（
１１０）と、センサ（１４０）と、を含む、光学装置で
あって、該光学装置（１００）が光の様々な特徴に基づ
いて、該キャビティ（１１０）の出力表面（１１２）か
ら出射される最適な光を提供できる、光学装置が開示さ
れている。更に、かかる光学装置の製造及び使用方法、
並びにかかる光学装置のアレイが開示されている。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　出力表面を備えるキャビティと、
　前記キャビティの中へ光を注入するために配設された１つ以上の光源と、
　前記キャビティ内に少なくとも部分的に配設された光学素子と、
　前記光学素子に光学的に結合されたセンサと、を備え、
　前記光学素子が、前記１つ以上の光源からの光の第１部分を前記出力表面に指向させ、
前記１つ以上の光源からの光の第２部分を前記センサに指向させるように構成される、光
学装置。
【請求項２】
　前記キャビティが、前記出力表面に実質的に平行に配設される背面反射体を更に備える
、請求項１に記載の光学装置。
【請求項３】
　前記キャビティが、前記出力表面に実質的に直交するように配設される少なくとも２つ
の側面反射体を更に備える、請求項１に記載の光学装置。
【請求項４】
　前記キャビティが、中空のキャビティを含む、請求項１に記載の光学装置。
【請求項５】
　前記１つ以上の光源が、少なくとも１つのＬＥＤを含む、請求項１に記載の光学装置。
【請求項６】
　前記センサが、少なくとも１つの光検出器を含む、請求項１に記載の光学装置。
【請求項７】
　前記光学素子が、少なくとも１つのスリットを含む、請求項１に記載の光学装置。
【請求項８】
　光の前記第２の部分がフレネル反射を受けるので、光の前記第２部分が光の前記第１部
分から離れた方向に指向する、請求項１に記載の光学装置。
【請求項９】
　所望の光学的特徴を有する光を生成する方法であって、
　出力表面を備えるキャビティと、
　前記キャビティの中へ光を注入するために配設された１つ以上の光源と、
　前記キャビティ内に少なくとも部分的に配設された光学素子と、
　前記光学素子に光学的に結合されたセンサと、を備える光学装置を準備するステップで
あって、
　前記光学素子が、前記１つ以上の光源からの光の第１の部分を前記出力表面に指向させ
、前記１つ以上の光源からの光の第２部分を前記センサに指向させるように構成される、
光学装置を準備するステップと、
　光の前記第１部分の所望の第１の光学的特徴を選択するステップと、
　前記センサを使って、光の前記第２部分の第２の光学的特徴を検出するステップと、
　前記１つ以上の光源からの注入光を調整して、光の前記第１部分に前記所望の第１の光
学的特徴を与えるステップと、を備える、方法。
【請求項１０】
　前記第１及び第２の光学的特徴が強度を含む、請求項９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本説明は、センサを備える光学装置に関する。詳細には、本説明は、光源と、キャビテ
ィと、センサと、を備える、光学装置であって、該光学装置が光の様々な特徴に基づいて
、該キャビティの出力表面から出射される最適な光を提供できる、光学装置に関する。本
説明は、更に、かかる光学装置を製造及び使用する方法に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　発光ダイオード（ＬＥＤ）が、多くの照明用途における光源として普及しつつある。こ
れらの多くの用途において、ＬＥＤは、低電圧及びＬＥＤが作動する時の高い効率性から
、従前に使用されていた白熱灯又は蛍光灯よりも改善されたものとしての役割を果たして
いる。残念ながら、１つ以上のＬＥＤを、光を混合及び再指向させるために光学キャビテ
ィ（例えば、バックライトキャビティ）に接続した場合、複数の反射がキャビティ内に発
生し、そこから逃れることができないため、光損失が起こる場合がある。更に、光出力を
低下させずに、光学キャビティの光出力をサンプリングすることは、しばし困難を伴う。
したがって、光出力を低下させずに、適切な特徴を得るために、光をサンプリングしつつ
、キャビティ内の光損失に対する解決策をもたらすことが非常に望まれる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　一態様で、本開示は、光学装置について記述する。いくつかの実施形態において、光学
装置は、出力表面を有するキャビティと、キャビティの中へ光を注入するために配設され
た１つ以上の光源と、キャビティ内に少なくとも部分的に配設された光学素子と、光学素
子に光学的に結合されたセンサと、を備える。光学素子は、１つ以上の光源からの光の第
１部分を出力表面に指向させ、１つ以上の光源からの光の第２部分をセンサに指向させる
ように構成される。いくつかの実施形態において、光の第２部分が第１部分の１０％以下
の電力を有してもよい。本開示のキャビティは、出力表面に実質的に平行に配設される背
面反射体及び／又は出力表面に実質的に直交するように配設される少なくとも２つの側面
反射体を含んでもよい。いくつかの実施形態において、キャビティは中空でもよい。１つ
以上の光源は、少なくとも１つのＬＥＤ又は少なくとも１つのＣＣＦＬを含んでもよい。
１つ以上の光源は、第１波長、第２波長、及び第３波長の光をそれぞれ注入する第１、第
２、及び第３の光源を含んでもよい。第１、第２、及び第３波長は、それぞれ、赤色、緑
色、及び青色の波長であってよく、又は、３つの波長は、少なくとも青色及び黄色の波長
光を含んでもよい。少なくとも一実施形態において、センサは光検出器を含むと思われる
。他の実施形態において、センサはシリコン光学ベンチを含んでもよい。センサに到達す
る光の量は、センサの検出範囲に留まることが好ましい。光学素子は、少なくとも１つの
スリット又はチャンネルで形成されてもよい。一実施形態において、光の第２部分がフレ
ネル反射を受けるので、光の第２部分は、光の第１部分から離れた方向に指向されてもよ
い。
【０００４】
　他の態様では、本開示は光学装置を形成する方法について記述する。本方法は、出力表
面を含むキャビティを形成するステップと、キャビティ内に光を注入するための１つ以上
の光源の位置決めをするステップと、少なくとも部分的にキャビティ内に光学素子の位置
決めをするステップと、光学素子に光学的に結合されたセンサを準備するステップと、を
含む。光学素子は、１つ以上の光源からの光の第１部分を出力表面に指向させ、１つ以上
の光源からの光の第２部分をセンサに指向させるように構成される。
【０００５】
　更に、他の態様では、本開示は、所望の光学的特徴を有する光を生成する方法であって
、光学装置を準備する第１のステップを含む、方法について記述する。光学装置は、出力
表面を有するキャビティと、キャビティの中へ光を注入するために配設された１つ以上の
光源と、キャビティ内に少なくとも部分的に配設された光学素子と、光学素子に光学的に
結合されたセンサと、を含む。光学素子は、１つ以上の光源からの光の第１の部分を出力
表面に指向させ、１つ以上の光源からの光の第２の部分をセンサに指向させるように構成
される。本方法は、光の第１部分の所望の第１の光学的特徴を選択するステップと、セン
サを使って、光の第２部分の第２の光学的特徴を検出するステップと、１つ以上の光源か
らの注入光を調整して、光の第１部分に所望の第１の光学的特徴を与えるステップと、を
更に備える。第１及び第２の光学的特徴は、いくつかの実施形態において、強度、波長、
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及び／又は位相であってもよい。
【０００６】
　他の態様では、本開示は、光学装置のアレイについて記述する。いくつかの実施形態に
おいて、各光学装置は、出力表面を有するキャビティと、キャビティの中へ光を注入する
ために配設された１つ以上の光源と、キャビティ内に少なくとも部分的に配設された光学
素子と、光学素子に光学的に結合されたセンサと、を含む。光学素子は、１つ以上の光源
からの光の第１部分を出力表面に指向させ、１つ以上の光源からの光の第２部分をセンサ
に指向させるように構成される。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本説明にかかわる、光学装置の断面図である。
【図２】本説明にかかわる、光学装置のアレイの平面図である。
【図３】本説明にかかわる、光学装置を形成する方法を示す線図である。
【図４】本説明にかかわる、所望の光学的特徴を有する光を生成する方法を示す線図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本開示は、強度、波長、及び位相を含む様々な光出力の特徴の最適化を容易にする光学
装置を提供する。一般的に、光学装置は、出力表面を有するキャビティと、該キャビティ
に対して光を注入するために配設された１つ以上の光源と、該キャビティ内に少なくとも
部分的に配設される光学素子と、該光学素子に光学的に結合されるセンサと、から構成さ
れる。
【０００９】
　いくつかの施形態において、センサが光の波長を検出するように構成され、その他の実
施形態において、センサが光の強度を検出するように構成される。例示的な実施形態では
、センサが注入光を調節するコントローラに接続される。光を１回以上反復して検査及び
調整することによって、光学装置が、出力光が１つ以上の所望の光学的特徴を有するよう
に出力を最適化する。
【００１０】
　本開示の特定の実施形態において、出力表面に向けて指向された光の部分は、センサに
指向された光の部分よりかなり大きいので、センサによって使用される光が制限される。
センサによって活用される光は、出力表面を見ている人に対しては利用不可能なため、本
開示の実施形態は、様々な用途に好適な効率性の高い光出力を提供できる。
【００１１】
　図１は、光学装置１００の一実施形態の概略断面図である。光学装置１００は、出力表
面１１２を有するキャビティ１１０を含む。該光学装置は、キャビティ１１０に光を注入
するために配設された１つ以上の光源１２０を更に含む。更に、該光学装置は、キャビテ
ィ内に少なくとも部分的に配設される光学素子１３０と、該光学素子に光学的に結合され
たセンサ１４０と、を含む。いくつかの実施形態において、図１に示すように、光学素子
１３０は、１つ以上の光源１２０からの光の第１部分を出力表面１１２に指向させ、１つ
以上の光源の光の第２部分をセンサ１４０に指向させるように構成される。このことは、
光線１７０及び１７４に関して詳細に検討される。
【００１２】
　いくつかの実施形態において、キャビティ１１０は、１つ以上の側面反射体１１４と、
１つ又は複数の背面反射体１１６と、を備えてもよく、側面反射体と背面反射体がキャビ
ティを形成する。図１には４つの側面反射体１１４を有するキャビティ１０が描かれてい
るが、キャビティは任意の好適な数の側面反射体１１４を含んでもよく、かつ、例えば、
正方形、長方形、円形等任意の好適な断面形状を有してもよい。更に、側面反射体１１４
と背面反射体１１６は、例えば、平坦、湾曲等任意の好適な形状を有することができる。
キャビティ１１０は、中空でもよく、物質が充填されていても部分的に充填されていても
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よい。いくつかの実施形態において、キャビティ１１０は、内部に有する構成要素を安定
化及び保護するための光学接合用材料で充填されていてもよい。例えば、光学的に透明な
エポキシ、シリコーン鋳造材料、ポリウレタンなど任意の好適な材料を使って、キャビテ
ィ１１０を充填又は一部充填することができる。
【００１３】
　いくつかの実施形態において、１つ以上の背面反射体１１６及び側面反射体１１４が、
高反射性であることが好ましい。例えば、背面反射体１１６及び側面反射体１１４は、光
源によって放射された可視光に関して、いずれの偏光の可視光の少なくとも９０％、９５
％、９８％、９９％又はそれ以上の軸上の平均反射率を有することができる。そのような
反射率値は、また、高リサイクリングキャビティ内の損失量を減少させることができる。
そのような反射率の値は、半球内に反射される全ての可視光を含み、すなわち、かかる値
は、鏡面反射と拡散反射の両方を含む。
【００１４】
　背面反射体１１６及び側面反射体１１４は、空間的に均一又はパターン付きに拘わらず
、主として鏡面反射体、拡散反射体又は鏡面／拡散反射体の組み合わせ体であってもよい
。いくつかの実施形態において、背面反射体１１６及び側面反射体１１４は、国際公開第
２００８／１４４６４４号、表題「ＲＥＣＹＣＬＩＮＧ　ＢＡＣＫＬＩＧＨＴＳ　ＷＩＴ
Ｈ　ＳＥＭＩ－ＳＰＥＣＵＬＡＲ　ＣＯＭＰＯＮＥＮＴＳ」に記載されるように、半鏡面
反射体でもよい。いくつかの場合において、背面反射体１１６及び側面反射体１１４は高
反射率コーティングを有する硬い金属基板又は支持基板に積層された高反射率フィルムか
ら作製され得る。好適な高反射率材料としては、３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能なＶ
ｉｋｕｉｔｉ（商標）Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｓｐｅｃｕｌａｒ　Ｒｅｆｌｅｃｔｏｒ（ＥＳ
Ｒ）多層高分子フィルム、厚さ０．４ミル（約０．０１ミリ）のイソオクチルアクリレー
トアクリル酸感圧接着剤を用いて硫酸バリウム充填ポリエチレンテレフタレートフィルム
（厚さ２ミル（約０．０５ミリ））をＶｉｋｕｉｔｉ（商標）ＥＳＲフィルムにラミネー
トすることによって作製されたフィルム（得られたラミネートフィルムは本明細書中では
「ＥＤＲ　ＩＩ」フィルムと記される）、東レ株式会社（東京、日本）から入手可能なＥ
－６０シリーズＬｕｍｉｒｒｏｒ（商標）ポリエステルフィルム、多孔質ポリテトラフル
オロエチレン（ＰＴＦＥ）フィルム（例えば、Ｗ．Ｌ．Ｇｏｒｅ　＆　Ａｓｓｏｃｉａｔ
ｅｓ，Ｉｎｃ．（Ｎｅｗａｒｋ，ＮＪ））から入手可能なもの）、Ｌａｂｓｐｈｅｒｅ，
Ｉｎｃ．（Ｎｏｒｔｈ　Ｓｕｔｔｏｎ，ＮＨ）から入手可能なＳｐｅｃｔｒａｌｏｎ（商
標）反射性材料、Ａｌａｎｏｄ　Ａｌｕｍｉｎｕｍ－Ｖｅｒｅｄｌｕｎｇ　ＧｍｂＨ　＆
　Ｃｏ．（Ｅｎｎｅｐｅｔａｌ，Ｇｅｒｍａｎｙ）から入手可能なＭｉｒｏ（商標）陽極
処理アルミニウムフィルム（Ｍｉｒｏ（商標）２フィルムを含む）、＆古河電気工業株式
会社（東京、日本）製のＭＣＰＥＴ高反射発泡シート、並びに三井化学株式会社（東京、
日本）製のＷｈｉｔｅ　Ｒｅｆｓｔａｒ（商標）フィルム及びＭＴフィルムが挙げられる
。
【００１５】
　背面反射体１１６及び側面反射体１１４は、実質的に平坦で平滑な面でよく、又は、両
反射体は、光の拡散又は混合を促進するために構造化表面を有していてもよい。このよう
な構造化表面は、（ａ）反射体の表面上に付与することもでき、又は（ｂ）表面に塗布さ
れた透明なコーティング上に付与することもできる。前者の場合では、高反射フィルムは
、構造化面が予め形成された基板に積層されてもよく、若しくは高反射フィルムは、（例
えば、３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｓｔ．Ｐａｕｌ、ＭＮ）から入手可能なＶｉｋｕｉｔｉ（
商標）Ｄｕｒａｂｌｅ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｓｐｅｃｕｌａｒ　Ｒｅｆｌｅｃｔｏｒ－Ｍ
ｅｔａｌ（ＤＥＳＲ－Ｍ）反射体のような薄い金属シートなどの）平坦な基板に積層され
、その後、刻印操作などによって構造化表面が形成されてもよい。後者の場合、構造化表
面を有する透明フィルムが平坦な反射表面に積層されてもよいし、又は透明フィルムが反
射体に付与されてもよい。その後、構造化表面を透明フィルムの上面に付与できる。
【００１６】
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　背面反射体１１６は、センサ１４０が搭載される連続した、一体の（かつ破断がない）
層でもよく、又は別体に非連続的に構成され、又はセンサ開口部１３４用のスペースを含
むという意味において非連続的であり、又は同スペースがなければ連続的な層と言える場
合において光学素子１３０の基体であってもよい。背面反射体１１６、光学素子１３０、
センサ開口部１３４、及びセンサ１４０の考え得る実施形態及び構成については、ここで
更に詳細に説明される。
【００１７】
　キャビティ１１０は、キャビティ１１０の外部境界の少なくとも一部に沿って位置する
１つ以上の側面反射体１１４を含んでもよい。側面反射体１１４は、好ましくは、一列に
配置され、又はそうでなければ、光損失を減少させ、リサイクリング効率を高めるために
高反射率垂直壁を備える。これらの反射体を形成するために、背面反射体１１６に使用さ
れているものと同じ単数の又は複数の反射材料を使用してもよく、異なる反射材料を使用
してもよい。いくつかの実施形態において、側面反射体１１４と背面反射体１１６は、単
一の材料シートから形成することができる。所望の反射特性を達成するために、側面反射
体１１４上に、若しくは側面反射体に隣接して屈折構造体を使用してもよい。側面反射体
１１４は、出力表面１１２に垂直、すなわち、実質的に直交していてもよく、又は、１つ
以上の反射体が傾斜又は湾曲していてもよい。壁材料、傾斜、形状を選択して輝度特性を
調整することができる。
【００１８】
　光学装置１００は、キャビティ１１０に光を注入するために配設された１つ以上の光源
１２０を含む。ほとんどの場合、これらの光源１２０は小型の発光ダイオード（ＬＥＤ）
である。本開示のために、「ＬＥＤ」は、可視光であれ、紫外線であれ、赤外線であれ、
光を放つダイオードを意味する。これには、従来のもの又は超高輝度のものであるかによ
らず、「ＬＥＤ」として市販されている非コヒーレントな封入又はカプセル化された半導
体デバイスを含む。ＬＥＤが紫外線などの非可視光を発する場合、及びＬＥＤが可視光を
発するある特定の場合、ＬＥＤは蛍光体を含むようにパッケージ化され（あるいは遠隔配
置された蛍光体を照射することができ）、短波長の光を長波長の可視光に変えることがで
きる。そのような構造により、特定の場合には白色光を発する装置を提供可能である。「
ＬＥＤダイ」は、最も基本的な形態、すなわち半導体加工手順によって作製される個々の
構成要素又はチップの形態のＬＥＤである。構成要素又はチップは、デバイスに電圧を加
えるための電力の適用に適した電気接点を含むことができる。構成要素又はチップの個々
の層及びその他の機能的要素は、通常、ウェハスケールで形成された後、仕上がったウェ
ハは個々の小片部に切られて、多数のＬＥＤダイとなることができる。
【００１９】
　多色光源は、白色光の生成に使用されるかどうかにかかわらず、バックライトの出力エ
リアで色及び輝度の均一性に異なる効果を与えるように、バックライトで多数の形態を取
ることができる。ある手法では、複数のＬＥＤダイ（例えば、赤色、緑色、及び青色を発
光するダイ）がリード線フレーム又はその他の基板に全て互いに隣接して実装され、１つ
のパッケージを形成するように１つの内包材で一緒に封入される。この場合、パッケージ
にはレンズ要素が１つだけ含まれていてもよい。このような光源は、いずれか１つの個別
の色、又は同時にすべての色を発光するように制御可能である。別の手法では、１パッケ
ージにつき１つのＬＥＤダイと１色の発光色を提供する、個別にパッケージ化されたＬＥ
Ｄを、所定の光学装置に一緒にまとめて配置してもよく、この集合体には青／黄又は赤／
緑／青などの異なる色を発光するパッケージ化ＬＥＤの組み合わせが含まれる。また別の
手法では、このような個別にパッケージ化された多色ＬＥＤを１つ以上の線、アレイ、又
はその他のパターン内で位置決めされてもよい。
【００２０】
　望ましい場合には、１つ以上の光源１２０として、別個のＬＥＤ光源の代わりに、又は
ＬＥＤ光源に追加して、線形の冷陰極蛍光ランプ（ＣＣＦＬ）又は熱陰極蛍光ランプ（Ｈ
ＣＦＬ）などの別の可視光発光体を使用してもよい。更に、ハイブリッドシステムを使用
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してもよい。１つ以上の光源１２０に含まれる発光体の組み合わせは非常に様々であり、
ＬＥＤ及びＣＣＦＬを含んでよく、例えば、複数のＣＣＦＬ、異なる色の複数のＣＣＦＬ
、及びＬＥＤとＣＣＦＬなどの複数を含んでよい。
【００２１】
　任意の１つ以上の光源１２０には、任意の好適な側面発光ＬＥＤ、例えば、Ｌｕｘｅｏ
ｎ（商標）ＬＥＤ（Ｌｕｍｉｌｅｄｓ，Ｓａｎ　Ｊｏｓｅ，ＣＡから入手可能）、又は共
同出願及び譲渡された、米国特許出願第１１／３８１，３２４号（Ｌｅａｔｈｅｒｄａｌ
ｅら）、表題「ＬＥＤ　ＰＡＣＫＡＧＥ　ＷＩＴＨ　ＣＯＮＶＥＲＧＩＮＧ　ＯＰＴＩＣ
ＡＬ　ＥＬＥＭＥＮＴ」、及び同第１１／３８１，２９３号（Ｌｕら）、表題「ＬＥＤ　
ＰＡＣＫＡＧＥ　ＷＩＴＨ　ＷＥＤＧＥ－ＳＨＡＰＥＤ　ＯＰＴＩＣＡＬ　ＥＬＥＭＥＮ
Ｔ」に記載されるＬＥＤを使用することができる。本明細書に記載した様々な実施形態に
他の放射パターンが望ましいことがある。例えば、米国特許公開第２００７／０２５７２
７０号（Ｌｕら）、表題「ＬＥＤ　ＰＡＣＫＡＧＥ　ＷＩＴＨ　ＷＥＤＧＥ－ＳＨＡＰＥ
Ｄ　ＯＰＴＩＣＡＬ　ＥＬＥＭＥＮＴ」を参照されたい。
【００２２】
　１つ以上の光源１２０は、任意の好適な配列に位置決めされてもよい。更に、光源１２
０は、様々な波長又は色の光を放つ光源を含むことができる。例えば、光源は、第１波長
の光を放射する第１光源と、第２波長の光を放射する第２光源と、を含んでよい。第１波
長は、第２波長と同じでもよく、又は異なってもよい。１つ以上の光源１２０は、また、
第３波長の光を放射する第３光源を含んでもよい。例えば、国際出願第２００８／１４７
７５３号、表題「ＷＨＩＴＥ　ＬＩＧＨＴ　ＢＡＣＫＬＩＧＨＴＳ　ＡＮＤ　ＴＨＥ　Ｌ
ＩＧＨＴ　ＷＩＴＨ　ＥＦＦＩＣＩＥＮＴ　ＵＴＩＬＩＺＡＴＩＯＮ　ＯＦ　ＣＯＬＯＲ
ＥＤ　ＬＥＤ　ＳＯＵＲＣＥＳ」を参照されたい。いくつかの実施形態において、様々な
光源１２０は、光が混合されたとき、出力表面１１２を介して白色照明光を形成する光を
生成することができる。他の実施形態において、１つ以上の光源１２０がそれぞれ白色光
を生成してもよい。
【００２３】
　いくつかの実施形態において、放射光を少なくとも部分的に平行化できる光源又は光注
入光学素子が好ましい。そのような光源又は光注入光学素子は、レンズと、抽出装置と、
特定の形状の封入材と、他の光学素子と、又はそれらの組み合わせ、を含んでもよく、開
示される光学装置１００のキャビティ１１０に対して所望の出力を供給する。更に、１つ
以上の光源１２０は、リサイクリングキャビティ内に横断面（図１では、図の紙面に対し
て平行な横断面）に近い伝搬方向に最初に注入された光、例えば半値全幅（ＦＷＨＭ）で
０～９０度、０～６０度、０～１５度、又は０～１０度以下の最大角度幅（横断面に関す
る）を有する注入ビームを部分的に平行化又は制限する注入光学素子を含むことができる
。好適な注入素子の形状には、くさび、放物線、複合放物線などがある。
【００２４】
　一般に、１つ以上の光源１２０によってキャビティ１１０内に放射された光のＦＷＨＭ
値を制御して所望のコリメーションを提供することができる。任意の好適な技術を使用し
て、ＦＷＨＭの任意の好適な値を提供することができる。更に、注入光の方向を制御して
所望の透過特性を提供することができる。例えば、１つ以上の光源１２０からの光を、横
断面に対して任意の好適な角度でキャビティに導くことができる。
【００２５】
　光学素子１３０は、任意の好適な材料から形成されてもよい。例えば、光学素子１３０
は、切削加工アルミニウムなどの金属、又はポリカーボネートなどの高分子物質から形成
されてもよい。あるケースでは、光学素子は、反射コーティング（高屈折率を有するポリ
マーのフォイル、層／フィルムなど）でコーティング又は被覆されてもよい。コーティン
グは、例えば、蒸着によって行われてもよい。コーティングは、鏡面反射を防ぐため拡散
コーティングである場合がある。光学素子は、１つの材料から形成され、又は１つ以上の
材料からなる複合材料であってもよい。いくつかの実施形態において、反射壁１３２は、
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光学素子１３０のその他の部分とは違う材料から形成されてもよい。光学素子１３０はま
た、実質的に中空でもよい。いくつかの実施形態において、光学素子１３０及び背面反射
体１１６は一緒に形成されてもよい。
【００２６】
　光学素子１３０は、複数の機能を実行する能力を有してもよい。２つの平行な側壁の間
及び側壁に対して垂直な光線路に配置することによって、側壁から跳ね返る複数の光線を
減少させる機能が付与される。また、側壁に衝突する光線の一部をサンプリングすること
も可能であり、光線を検出器１２０に再指向させることもでき、それと同時に、残りの光
をキャビティの方向へ再指向させることもできる。光学素子１３０のサンプリングの特徴
は、検出器１２０の動作又は検出範囲内にサンプリング化された光束を簡単に制限できる
ような特徴であるべきである。
【００２７】
　光学素子１３０は、いくつかの実施形態では、背面反射体１１６に位置決めされてよい
。本構成において、光学素子１３０と背面反射体１１６との間の共有境界線の少なくとも
一部が少なくとも１つのセンサ開口部１３４を含むことになる。あるいは、基体又は光学
素子１３０の他の断面のためのスペースがあるので、背面反射体１１６が非連続的に形成
されるいくつかの実施形態において、光学素子１３０の基体が背面反射体１１６と実質的
に同一平面上であってもよい。又は、基体は、背面反射体１１６により実質的に形成され
る面の下に位置決めすることもできる。このような実施形態では、センサ開口部１３４は
、光学素子１３０の基体が実質的に反射面でない限り、必要はない。
【００２８】
　いくつかの実施形態において、光学素子１３０は、もし光学素子１３０がなければわず
かな跳ね返りだけをした後、出力表面１１２を介してキャビティ１１０から出射すると思
われる光に対して最少の妨げにしかならないように位置決めされる。更に、キャビティ１
１０内で退化的に反射すると思われる、又はわずかな跳ね返りだけで、出力表面１１２を
介して効果的に放射しないと思われる、光をセンサ１４０の方向へ実質的に再指向させる
ように構成することが望ましい。この結果、出力表面を介した光の光学的な劣化が最小化
されるが、本特徴は本開示の光学システムの利点である。これらの構成は、本開示の高効
率の実施形態が望まれる特定の用途に好適であり得る。
【００２９】
　光学素子１３０の基体は、任意の好適な形状として動作可能なように企図される。例え
ば、光学素子１３０の基体は、円形、長方形、長円形、楕円形、多角形、又はそれらの任
意の組み合わせの形状でよい。
【００３０】
　光学素子１３０の表面、つまり基体以外の面は、また、任意の好適な形状に形成される
よう企図される。例示的な実施形態において、表面は、平面であるが、光学素子の表面は
、凹面、凸面、放物線状の面、多角形状の面、又はその他の好適な形状の面であってもよ
い。それと共に、基体と表面は、切頭状の球形、非球形、円錐形、正多面体、及び任意の
好適な擬角柱形状が挙げられるが、これらに限定されない、切頭状又は非切頭状の任意の
好適な三次元形状に形成される。いくつかの実施形態において、複数の上記の形状又はそ
の組み合わせから光学素子１３０を形成し、所望の光学動作が達成できることが好適であ
り得る。
【００３１】
　例示的な実施形態では、光学素子１３０の表面は、反射壁１３２を含む。反射壁１３２
は、背面反射体１１６と側面反射体１１４に好適であるとして本明細書に開示されたいず
れかの材料を含む、任意の好適な材料から形成できる。反射壁１３２は、光学素子１３０
の表面を完全に被覆してもよく、光学素子１３０の表面を部分的に被覆してもよい。
【００３２】
　例示的な実施形態において、光学素子１３０は、１つ以上の光源１２０からの光の一部
をセンサ１４０の方向へ導くための、１つ以上の開口部１３６を含む。開口部は、実際の
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開口、すなわち、反射壁１３２の反射材料と同様の反射材料と任意で並べられた、光学素
子１３０の材料内の中空の隙間、スリット、又はチャンネルであってもよく、若しくは、
開口部は、光が光学素子１３０の表面からセンサ１４０に伝わるような好適な屈折率を有
する材料から形成されてもよい。後者の場合、本材料は、光ファイバのように、内部全反
射（ＴＩＲ）によって光を閉じ込めることができるチャンネルを提供するように選択され
る。
【００３３】
　開口部は、任意の好適な形状又は大きさであってもよい。例えば、光学素子１３０の表
面によって形成される又は該表面と接する面において、開口部の断面は、平らな又は湾曲
したスリット、チャンネル、三角形、「ｓ」字型、菱形、又は楕円、又は円形に酷似して
いてもよい。更に、開口部は、重ね合わせも含めて、これらのいずれかの要素の組合せ又
は構成を含むことが考えられる。表面、又は光学素子１３０の表面は任意の好適な構成、
分布、及び向きにおいて、これらの開口部の１つ以上を含んでもよい。
【００３４】
　センサ１４０は、キャビティ１１０内又は外部に配置されてもよい。例えば、センサ１
４０は、背面反射体１１６によって実質的に形成される面の後ろに位置決めされてもよい
。本開示の本実施形態において、光をキャビティから出射させ、センサ１４０に入射する
ためセンサ開口部１３４を含むことが必要であるとしてもよい。又は、センサ１４０は、
背面反射体１１６によって実質的に形成される面の前に位置決めされてもよい。本実施形
態では、光学素子１３０の基体の光学特性に応じて、センサ開口部１３４は必要としなく
てもよい。センサ１４０は、図１では、光学素子１３０の直後に位置決めされるように描
かれているが、ある用途において、センサ１４０をもっと遠隔位置に位置決めする、又は
センサがリモートセンサとして理解されるケースにおいては、センサ開口部１３４を通過
した光がその角度以外ではセンサ１４０に到達できない角度で位置決めされるのが望まし
い場合もある。このようなケースにおいて、好適な光チャネリング素子又は再指向素子を
用いて、光（ランダム再指向光線１７６として例示的に表示される）を所望の角度でセン
サの方向へ指向させることができる。
【００３５】
　センサに対して光の一部を指向させるその他の手段は、光学素子を適切に形作ること、
及び光学素子とその周辺領域との間の適切な屈折率差分を選択することによって達成でき
る。これらの仕様を適切に選択することによって、選択的なフレネル反射及び屈折によっ
て、出力表面に向かう注入光線（光の第１部分）及びセンサに向かう入射光線（光の第２
部分）を適切にスプリットできるようになり得る。詳細には、一実施形態において、光の
大半を除いた光の第２部分は、光の第２部分がフレネル反射を経るので光の第１部分から
離れた方向に再指向されてもよい。フレネル反射を適切に使用すると、光学素子１３０の
表面を追加でコーティングする必要がなくなる。
【００３６】
　センサ１４０は、任意の好適な材料又は要素から形成でき、又は、センサ１４０は、支
援型（aided）又は非支援型（unaided）の人間の目であってもよい。例えば、センサ１４
０は、好適な駆動電子機器を有するように構成された、プリント基板（ＰＣＢ）上に、１
つ以上の光検出器を含んでもよい。センサ１４０は、特定の波長、偏光、又は光の位相を
選択的に容認又は拒絶するように構成された、１つ以上のフィルタ又は光学素子を含んで
もよく、この場合、センサ１４０が人間の目でいくつかの実施形態において、支援するこ
とができる。あるいは、いくつかの実施形態において、センサは、シリコン光学ベンチを
含んでもよい。
【００３７】
　センサ１４０は、任意の好適な感度と任意の好適な飽和レベルを有するように構成され
てもよい。光学素子１３０によって再指向され（ランダム再指向光１７６によって例示的
に示される）、センサ１４０に最終的に到達する光の部分（つまり、第２部分）がセンサ
の感度以上（つまり、センサの検出範囲内）、飽和レベル未満になるように光学装置１０
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０が構成されることが望ましい。例えば、センサ１４０の感度は、０．１ｍＷ～０．００
１ｍＷの範囲でよく、飽和レベルは、感度の数百倍～数千倍の大きさであってよい。高輝
度ＬＥＤは、５００ｍＷを出力可能であり得るので、好適な構成では、１つ以上の光源１
２０によってキャビティ１１０の中へ注入される光の非常に小さな部分が再指向されれば
よい。これらの実施形態において、センサは、光源からの全体の光のごく一部だけを受信
すればよく、出力光に大きく影響を与えずに効率的な光のサンプリングが可能である。特
に、一般的には、光の第２部分（センサに指向される部分）が光の第１部分（出力表面に
指向される部分）の１０％以下となると思われる。あるケースにおいて、光の第２部分は
、光の第１部分の５％以下であってもよい。
【００３８】
　光学装置１００は、また、コントローラ１５０を含んでもよい。コントローラ１５０は
、センサ１４０からの情報を表示し、センサ１４０からの情報を解釈し、センサ１４０か
ら受信又は解釈した情報に基づいて１つ以上の光源１２０を調節し、又は、前述の任意の
組み合わせを実行する任意の装置、部品、又はその組み合わせでもよい。いくつかの実施
形態において、コントローラ１５０は、外部電子部品又はユーザからの、直接的に又は間
接的に拘らず、入力を受信可能であってよい。例えば、コントローラ１５０は、センサ１
４０からの情報を解釈し、１つ以上の光源１２０に対する調整を行うべきか及びどの程度
行うべきかを算出し、その後、１つ以上の光源１２０を調整する電子装置であってもよい
。
【００３９】
　例示的な実施形態において、コントローラ１５０は、特定の光学的特徴に関するセンサ
１４０からの情報を受信する。例えば、コントローラ１５０は、センサ１４０によって検
出された光の強度に関する情報を受信してもよい。いくつかの実施形態において、コント
ローラ１５０は、特定の光学的特徴の所望の又は目標のレベルが事前に設定又はプログラ
ム化されていてもよい。センサ１４０からの情報を受信すると、コントローラ１５０は、
１つ以上の光源１２０、例えば、電力のある種のパラメータを調整するように構成されて
いてもよい。これらの実施形態において、特定の光学的特徴に対する事前に設定された又
はプログラム化されたレベルに繰り返して近づけるようにコントローラ１５０に複数回上
記のステップを実行させることが望ましい。
【００４０】
　他の実施形態において、コントローラ１５０がユーザからの入力を、直接的に又は間接
的に、受信することが考えられる。例えば、ユーザは、特定の光の波長が本開示のある用
途に対して望ましい又は適当であると決定してもよい。ユーザは、コントローラ１５０に
本嗜好を入力することができ、その後、コントローラは、センサ１４０からの情報を使っ
て１つ以上の光源１２０を繰り返し調整する。したがって、光学装置１００は、非常に正
確で安定した色の混合が可能であり、その結果、所望の光の波長が出力表面１１２を通過
することになる。
【００４１】
　本開示のいくつかの実施形態において、コントローラ１５０は、センサ１４０に入射す
る光に関する情報を表示するだけでもよい。例えば、コントローラ１５０は、光をモニタ
する必要がある用途に有効であり得る、光の波長又は強度に関する情報を表示してもよい
。他の用途において、表示というのは、メンテナンスの必要があること、例えば、検出強
度が低下すれば、１つ以上の光源１２０の交換が必要である、ことを示してもよい。
【００４２】
　他の実施形態において、コントローラ１５０は、また、１つ以上の光源１２０の特性を
操作するための装置を含んでもよい。例えば、コントローラ１５０は、コントローラ１５
０がある光学的特徴に到達したことを示すまで１つ以上の光源１２０を調整するためのポ
テンショメータを含んでもよい。
【００４３】
　図１は、光線１７０が１つ以上の光源１２０によってキャビティ１１０の中へ注入され
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る例示的な実施形態の動作を更に示す。光線１７０が光学素子１３０の表面１３２によっ
て反射され、再指向光線１７２になる。再指向光線１７２は、出力表面１１２と出力素子
１６０を通過する。同様に、１つ以上の光源１２０によってキャビティ１１０の中へ注入
された光線１７４は、光学素子１３０の開口部１３６にも注入される。光線１７４は、光
学素子１３０を通って流れ、再指向光線１７６としてセンサに指向される。したがって、
１つ以上の光源１２０によってキャビティ１１０に注入された光は、光学素子１３０によ
って出力表面１１２の方向へ指向され、かつ、光は、また、センサ１４０に対して光学素
子１３０の開口部１３６を介して指向される。いくつかの実施形態において、これによっ
て、出力光を大きく劣化させずにシステムから光のサンプリングを支援することができる
。これは、本記述のシステムの利点の１つである。
【００４４】
　キャビティ１１０は、また、出力表面１１２に近接して配設される任意の出力素子１６
０を含んでもよい。出力素子１６０は、出力表面１１２を介して指向される光に影響を及
ぼすように構成された１つ以上の光学素子及び非光学素子を含んでもよい。例えば、いく
つかの実施形態において、出力要素１６０は、出力表面１１２を通過する光を屈折するた
めに凹凸レンズを含んでもよい。
【００４５】
　出力素子１６０は、偏光、コリメーション、拡散を含むがこれらには限定されない１つ
以上の所望の光学的機能を実行する１つ以上の層を含んでもよい。例えば、出力素子１６
０は、ディフューザを含んでもよい。ディフューザを使って出力表面１１２を介して受光
した光を拡散してもよい。ディフューザは、任意の好適なディフューザフィルム又はプレ
ートであってもよい。ディフューザは、任意の好適な（複数の）拡散材料を含んでもよい
。いくつかの実施形態において、ディフューザ層は、ガラス、ポリスチレンビーズ、及び
ＣａＣＯ３粒子を含む様々な分散相を有するポリメチルメタクリレート（ＰＭＭＡ）の高
分子マトリックスを含んでもよい。代表的なディフューザとして、３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ
（Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）から入手可能な３Ｍ（商標）Ｓｃｏｔｃｈｃａ
ｌ（商標）Ｄｉｆｆｕｓｅｒ　Ｆｉｌｍ、型番３６３５－３０、３６３５－７０、及び３
６３５－１００を挙げることができる。
【００４６】
　出力素子１６０は、また、反射性偏光子を含んでもよい。任意の好適なタイプの反射性
偏光子は、例えば、多層光学フィルム（ＭＯＦ：multilayer optical film）、反射性偏
光子、連続／分散相偏光子（continuous/dispersephase polarizers）のような拡散反射
性偏光フィルム（ＤＲＰＦ：diffuselyreflective polarizing film）、ワイヤグリッド
反射性偏光子、又はコレステリック反射性偏光子を使用してもよい。
【００４７】
　ＭＯＦ及び連続／分散相反射偏光子の双方は、直交に偏光した状態で光を透過しながら
、選択的に１つの偏光状態の光を反射するために、少なくとも２つの材料、通常、高分子
材料間の屈折率の差に依存する。ＭＯＦ反射性偏光子のいくつかの例は、同一出願人によ
る米国特許第５，８８２，７７４号（Ｊｏｎｚａら）に記述されている。ＭＯＦ反射性偏
光子の市販の例として、３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能な拡散面を含むＶｉｋｕｉｔ
ｉ（商標）ＤＢＥＦ－Ｄ２００及びＤＢＥＦ－Ｄ４４０多層反射性偏光子が挙げられる。
【００４８】
　本開示のいくつかの実施形態において有用なＤＲＰＦの例には、例えば同一出願人によ
る米国特許第５，８２５，５４３号（Ｏｕｄｅｒｋｉｒｋら）に記載された連続／分散相
反射性偏光子と、例えば同一出願人による米国特許第５，８６７，３１６号（Ｃａｒｌｓ
ｏｎら）に記載された拡散反射多層偏光子がある。他の好適なタイプのＤＲＰＦが、米国
特許第５，７５１，３８８号（Ｌａｒｓｏｎ）に記載されている。
【００４９】
　本開示のいくつかの実施形態と関連して有用なワイヤグリッド偏光子のいくつかの例に
は、例えば米国特許第６，１２２，１０３号（Ｐｅｒｋｉｎｓら）に記載されたものがあ
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る。中でも、ワイヤグリッド偏光子は、Ｍｏｘｔｅｋ　Ｉｎｃ．（Ｏｒｅｍ，Ｕｔａｈ）
から市販されている。
【００５０】
　本開示の様々な実施形態と関連して有用なコレステリック偏光子のいくつかの例には、
例えば米国特許第５，７９３，４５６号（Ｂｒｏｅｒら）と米国特許公開第２００２／０
１５９０１９号（Ｐｏｋｏｒｎｙら）に記載されたものがある。コレステリック偏光子は
、コレステリック偏光子を透過した光が直線偏光に変換されるように、出力側に４分の１
波長遅延層と共に提供されることが多い。
【００５１】
　いくつかの実施形態において、出力素子１６０は、拡散プレートと反射性偏光子との間
に設けられる偏光制御層を含んでもよい。偏光制御層の例には、４分の１波長遅延層、及
び液晶偏光回転層のような偏光回転層が挙げられる。偏光制御層は、再利用される光が反
射性偏光子を透過する割合が増加するように、反射性偏光子から反射された光の偏光を変
化させるために使用してもよい。
【００５２】
　出力素子１６０は、また、１つ以上の輝度向上層を含んでもよい。輝度向上層は、軸か
ら外れた光の向きをディスプレイの軸に近い方向に変化させることができる。この結果、
光軸上、つまり、出力表面１１２に対して垂直に伝搬する光の量を増加させるので、出力
表面１１２を見ている人に対する輝度が増加する。輝度向上層の一例は、照明光を屈折と
反射で変化させるいくつかのプリズム隆起部を有するプリズム状の輝度向上層である。本
開示で使用されてよいプリズム輝度向上層の例として、ＢＥＦ　ＩＩ　９０／２４、ＢＥ
Ｆ　ＩＩ　９０／５０、ＢＥＦ　ＩＩＩＭ　９０／５０、及びＢＥＦ　ＩＩＩＴを含む、
３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能なＶｉｋｕｉｔｉ（商標）ＢＥＦ　ＩＩ及びＢＥＦ　
ＩＩＩ系のプリズムフィルムが挙げられる。
【００５３】
　一実施形態において、出力素子１６０は、反射性偏光子によって配設された第１の輝度
向上層を含んでもよい。プリズム状輝度向上層は、典型的に１次元の光学利得をもたらす
。出力素子１６０が第１の輝度向上層のプリズム状構造に直交するように配向した第２の
輝度向上層を含む場合、そのような構成によって、二次元の光学利得が増加することにな
る。
【００５４】
　出力素子１６０とそれが備える層は、離間していてもよい。他の実施形態において、例
えば、同一出願人による米国特許出願第１０／９６６，６１０号（Ｋｏら）で言及されて
いるように、出力素子１６０の２つ以上の層が積層されてもよい。他の例示的な実施形態
において、例えば、同一出願人による米国特許出願第１０／９６５，９３７号（Ｇｅｈｌ
ｓｅｎら）に記載されているように、出力素子１６０は、隙間で分離された２つの半組立
体を含んでもよい。
【００５５】
　出力素子１６０は、また、基板層に取り付けられてもよい。基板層は、米国特許公開第
２００６／０２５７６７８号（Ｂｅｎｓｏｎら）、表題「ＦＩＢＥＲ　ＲＥＩＮＦＯＲＣ
ＥＤ　ＯＰＴＩＣＡＬ　ＦＩＬＭＳ」、米国特許出願第１１／３２３，７２６号（Ｗｒｉ
ｇｈｔら）、表題「ＲＥＩＮＦＯＲＣＥＤ　ＲＥＦＬＥＣＴＩＶＥ　ＰＯＬＡＲＩＺＥＲ
　ＦＩＬＭＳ」、及び米国特許出願第１１／３２２，３２４号（Ｏｕｄｅｒｋｉｒｋら）
、表題「ＲＥＩＮＦＯＲＣＥＤ　ＲＥＦＬＥＣＴＩＶＥ　ＰＯＬＡＲＩＺＥＲ　ＦＩＬＭ
Ｓ」に記載のように、任意の好適な（複数の）材料、例えば、ポリカーボネート、アクリ
ル、ＰＥＴ、又は繊維強化型光学フィルムであってもよい。図２は、複数の光学装置２１
０から実質的に形成されるアレイ２００の平面図である。図２に示す長方形のグリッド以
外にも、様々な形状や配列が考えられる。光学装置２１０は、一般的には、図１の光学装
置１００に関して記述された特徴を共有するものであると理解されてもよい。
【００５６】
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　図３は、光学装置を形成する方法の線図である。一実施形態において、本方法は、任意
の好適な材料を使って又は本明細書に記載の構成によって、出力表面を有するキャビティ
を形成するために使用され得る任意の好適なプロセスを使うステップを含んでもよい。次
に、本方法は、光をキャビティの中へ注入するための１つ以上の光源の位置決めを行うス
テップを含む。これらの光源は、ＬＥＤ、ＣＣＦＬ、又は、任意の好適な配置又は組み合
わせで構成され、任意の好適な注入光学素子を有する任意の他の本明細書に記載の光生成
物であってもよい。本方法は、光学素子を少なくとも部分的にキャビティ内に位置決めす
るステップを含む。光学素子は、本明細書に記載のように、任意の好適な材料により、任
意の好適な形状、任意の好適な構成に形成されてもよい。最後に、本方法は、光学素子に
光学的に結合された任意の好適なセンサを準備するステップを含む。
【００５７】
　図４は、所望の光学的特徴を有する光を生成する方法の図である。一実施形態において
、光学装置は、出力表面を有するキャビティと、キャビティの中へ光を注入するために位
置決めされた１つ以上の光源と、キャビティ内に少なくとも部分的に配設された光学素子
と、光学素子に光学的に結合されたセンサと、を含むように構成される。光学素子は、１
つ以上の光源からの光の第１部分をキャビティの出力表面に指向させ、１つ以上の光源か
らの光の第２部分をセンサに指向させるように構成されてもよい。好適な光学装置は、図
１に示す光学装置１００のために説明された特徴を共有してもよい。次に、本方法は、光
の第１部分の所望の光学的特徴を選択するステップを含む。本明細書に記載のように、選
択するステップは、コントローラによって簡易化されてもよい。いくつかの実施形態にお
いて、コントローラは、それの選択を算出してもよく、ユーザから入力を受け付けてもよ
い。いくつかの実施形態において、コントローラは使用されない。次に、本方法は、光学
装置のセンサを使って、光の第２の部分の第２の光学的特徴を検出するステップを含む。
最後に、本方法は、１つ以上の光源からの注入光を調整して、所望の第１の光学的特徴を
有する光の第１の部分を提供するステップを含む。本調整は、手動で行われてもよく、又
はコントローラの助けを借りて行われてもよい。一実施形態において、検出及び調整する
ステップが繰り返され、ときには、何度も繰り返される。それぞれの繰り返しにおいて、
選択された光学的特徴は、同じでもよく、又は、異なってもよい。
【００５８】
　本発明は、上述の特定の実施例及び実施形態に限定されると考えられるべきでなく、そ
のような実施形態は、本発明の様々な態様の説明をわかりやすくするために詳細に説明さ
れている。むしろ本発明は、添付される特許請求の範囲によって定義される本発明の趣旨
及び範囲内に含まれる様々な改変形態、等価のステップ、及び選択的装置を含む、本発明
の全ての態様を包含するものと理解されたい。
【００５９】
　例示的な実施形態は以下である。
　項目１．
　出力表面を備えるキャビティと、
　キャビティの中へ光を注入するために配設された１つ以上の光源と、
　キャビティ内に少なくとも部分的に配設された光学素子と、
　光学素子に光学的に結合されたセンサと、を備え、
　光学素子が、１つ以上の光源からの光の第１部分を出力表面に指向させ、１つ以上の光
源からの光の第２部分をセンサに指向させるように構成される、光学装置。
【００６０】
　項目２．キャビティが、出力表面に実質的に平行に配設される背面反射体を更に備える
、項目１に記載の光学装置。
【００６１】
　項目３．キャビティが、出力表面に実質的に直交するように配設される少なくとも２つ
の側面反射体を更に備える、項目１に記載の光学装置。
【００６２】
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　項目４．キャビティが、中空のキャビティを含む、項目１に記載の光学装置。
【００６３】
　項目５．１つ以上の光源が、少なくとも１つのＬＥＤを含む、項目１に記載の光学装置
。
【００６４】
　項目６．１つ以上の光源が、少なくとも１つのＣＣＦＬを含む、項目１に記載の光学装
置。
【００６５】
　項目７．１つ以上の光源が、第１波長を備える光源注入光と、第２波長を備える光源注
入光と、第３波長を備える光源注入光と、を含む、項目１に記載の光学装置。
【００６６】
　項目８．第１波長、第２波長、及び第３波長がそれぞれ、赤色、緑色、及び青色からな
る群の少なくとも１つを含む、項目７に記載の光学装置。
【００６７】
　項目９．各第１波長、第２波長、及び第３波長がそれぞれ、青色と黄色からなる群の少
なくとも１つを含む、項目７に記載の光学装置。
【００６８】
　項目１０．センサが少なくとも１つの光検出器を含む、項目１に記載の光学装置。
【００６９】
　項目１１．センサがリモートセンサを含む、項目１に記載の光学装置。
【００７０】
　項目１２．センサが人間の目を含む、項目１に記載の光学装置。
【００７１】
　項目１３．センサが、シリコン光学ベンチを含む、項目１に記載の光学装置。
【００７２】
　項目１４．光の第２部分が実質的にセンサの検出範囲内に電力を含む、項目１に記載の
光学装置。
【００７３】
　項目１５．光の第２の部分が光の第１部分の電力の１０％以下の電力を含む、請求項１
に記載の光学装置。
【００７４】
　項目１６．光学素子が少なくとも１つのスリットを含む、項目１に記載の光学装置。
【００７５】
　項目１７．光の第２部分がフレネル反射を受けるので、光の第２部分が光の第１部分か
ら離れた方向に指向する、項目１に記載の光学装置。
【００７６】
　項目１８．光学装置を形成する方法であって、
　出力表面を備えるキャビティを形成するステップと、
　キャビティ内に光を注入するための１つ以上の光源の位置決めをするステップと、
　少なくとも部分的にキャビティ内に光学素子の位置決めをするステップと、
　光学素子に光学的に結合されたセンサを準備するステップと、を備え、
　光学素子が、１つ以上の光源からの光の第１部分を出力表面に指向させ、１つ以上の光
源からの光の第２部分をセンサに指向させるように構成される、方法。
【００７７】
　項目１９．所望の光学的特徴を有する光を生成する方法であって、
　出力表面を備えるキャビティと、
　キャビティの中へ光を注入するために配設された１つ以上の光源と、
　キャビティ内に少なくとも部分的に配設された光学素子と、
　光学素子に光学的に結合されたセンサと、を備える光学装置を準備するステップであっ
て、
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　光学素子が、１つ以上の光源からの光の第１部分を出力表面に指向させ、１つ以上の光
源からの光の第２部分をセンサに指向させるように構成される、光学装置を準備するステ
ップと、
　光の第１部分の所望の第１の光学的特徴を選択するステップと、
　センサを使って、光の第２部分の第２の光学的特徴を検出するステップと、
　１つ以上の光源からの注入光を調整して、光の第１部分に所望の第１の光学的特徴を与
えるステップと、を備える、方法。
【００７８】
　項目２０．第１と第２の光学的特徴が、強度を含む、項目１９に記載の方法。
【００７９】
　項目２１．第１と第２の光学的特徴が、波長を含む、項目１９に記載の方法。
【００８０】
　項目２２．第１と第２の光学的特徴が、位相を含む、項目１９に記載の方法。
【００８１】
　項目２３．光学装置のアレイであって、それぞれの光学装置は、
　出力表面を備えるキャビティと、
　キャビティの中へ光を注入するために配設された１つ以上の光源と、
　実質的にキャビティ内に少なくとも部分的に配設された光学素子と、
　光学素子に光学的に結合されたセンサと、を備え、
　光学素子が、１つ以上の光源からの光の第１部分を出力表面に指向させ、１つ以上の光
源からの光の第２部分をセンサに指向させるように構成される、光学装置。

【図１】 【図２】
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